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1 》rofe，づJづional日cho引l': [_ -,-U l School of Law たどの

/:!f日， T；，やilf:・NMUJ川、》 v‘うど， Collegeer）’干！J:jこか

なりんJう弓。騒動のH-rii'主主はみな Collegeの学生で， i本
青島li上体育をやらない GraduateSchoolや Schoolof 

Law Oi'}:_fl二と直接関係が与し、。この意味で紛争に参加



Ⅱ　Columbia Universityの組織

Ⅲ　School of Lawの教育
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1午学生数；t，全体の i.i,:1J：こもいか1ょL、。j正日：＇ f－；レド・

キーン「コロンピア大学のぜンガクレンj，『中＇R:公論』
川和43年λIJ；ん 295～：10:'Iぺ－・：） Jo ・＿｝まり， Graduate

:-;choolやドrofessionalぬhooln ・ ・，：’I三たちは、いわば

Collegeの紛争とは無関係に自己のめ与す日楳にむかっ

と／r!f究をあ1けごいるの？宇1る。

II Columbia Universityの組織

（りlumhiaUniversity IJ主生数v上向1万7（的｛）人，数

H.4000人．械は6000人であり，！清i主のとおり，そのi体

は GraduaduateSchoolと ProfessionalSじhool C: ぁ

二1ィ、

ι；。lumbiaUniversityの侍11:Zは惚機ひあるが，大りI］ず
ると undergraduateとgraduateとiur究機関とになる。

［了ndergracluateには，＇＇ J{ 4 •ff.常jの Columbia （コ，liege

よ＇1兄人教育.n(;eneral品tudies，々 ：，；二女子たとしてH

燈されている BarnardCollegeがある。 Graduatelごl.t 

Columbia仁川lcgeにj!'Lfiiずる GraduateSchool of Arts 

and Sciencesのほかに日raduateschool, prイ｝［山sional

schoolとして次のものがl没置されてL、る。

ぬ：hool引fI.aw; 

Faculty of ¥!edicine, 

School of Engine巴ringand Applied Science; 

ドchoolnf人rchitecture , 

（〕raduakSくhoolof Journalism可

Graduate School of Business ; 

市、hoolof [.ibr訂 yService, 

School of Dental anrl Oral Surgery; 

School of International Affairs; 

月〈、hoolnf Social Work: 

メchool円fthe Arts 、

Parker School of Foreign and Comparative Law ; 

College of Pharmaceutical Sciences ; 

Teachers’College; 

このほかに，研究機関として Instituteof Latin Ame-

rican Studies以下26機関が付置されている。

m S正：hoolof Lawの教育

School of fawは， 1858年に倉IJ,'.t:：~九ていィSIJ：，法律

：チ；J義そのちのな， 1704可から行t,:,t，九ていた。

Law Schoolでは，J1'.'z初の日，rが終わる＇＇. undergrad-
LI日tcの《le日Iecとして JurisDoctor (J. D.）がりんえら

研究機関紹介叩喧~；：：：：

れ，次の graduatestudyでは‘最初の 1>Fで Master

of Laws (LL. Mふ次の1年で Doctorof Scienc日 of

Law (J. S. D.）が与えられる。

長初の J.D.コースの志望おは，涼気IJとして college

の卒業生でなければならない。入学の決定は， LawAd-

mission O伍ceでの阪3審査E，全国共通の LawSchool 

Admis只ionTest (LSA T）の結果ーによって， Selection

CommitteeとAdmissionsOfficeが行なう。

1. J. D. コース

J. l）.コース，.u守－間であり、 3年を通じて72Ff'イウ

以上の料r1お上びセミ十一（後出〕を履修しなければな
t, tc U、n

第1''/:'°lは， 10HR26単位全部（民訴，契約，刑法，

財産，不法行為，機擬法廷テストなど）プラス選択科目

（憲法，行政法など〕のうち 1科目 3単位を履修しなけ

れば、t,，》ない。残りの科目お上び単位は，第2, 3学年
の共通科目42科目お上ぴ第3学年6科目のなかから履修

する。時過科目には，比較法，国際私法‘米4・l・l法制度、

発展途上同の国際取，；l，国際法，中国の辺、ど社会秩序ん

どが合会れている。また，第2,3学年とも， legalwrit-

1叩が探せられており， ColumbiaJournal of Trans“ 

national I.awな立川 writingを第2学可に2単位，

学年に1単位ずつ履修する。

セミ十一は原則として第3学年に対して公開されてい

る。 70.17［学事年間には， 64科I!（周擦税：l,IJ，法と経済発

展の問題，中東の法制度，アフリカ法，共産圏の法，な

ど）が用意されている。

2. LL. M., J. S. D.コース

LL. M.コース入学資格者は， Associationof Ameri幽

can Law Schools加入の schoolの卒業生で，その間に

すぐれた成績，顕著な研究業績を残した？？，である。

LL. M.を取得するためには 1年在籍で24単位以上を履

修し，所定の成績を得ることが必要である。単位の一部

は，論セ提出でもEい。

J. s. n.を取得するためには， 1年在籍ゐ仁L顕著な1&

と1肝究と l巴日alwritin耳を完！戊し’学位論文を提出して

Assistant Deanの成泌を受o・，その口頭試問tこ合格し冒
これを公f:1JしなければならなL、。わが国の大学協の上う

に規定の義務を履行しないままの修士課程修了とか博士

課程修了というようた表現はLない。

3. 他の Schoolとの関係

J. D.コースでは， G単位まで次の各校の単位を併せ

履修することができる。
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J-/, [ n1ernatinnal Legal Research もその」環でぶけ

人i[ I二七ザ｝守者〉ら。

つ λ，，、，ノム，.、

．十ぐれて同支li',]J，外交関係の均徐にi初わ九 'l，川口ふ れどれト，日choolof Law c') i亘｜療法7 アカノレテ f一
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守； 1 lて可｜司可＇＇一； t,; ／）じ＇） I可ド6：てi堤i耳 i司ι！！！悲そ：，；•← 只itzyn.Richard C. Pugh, II川1sSmitの各教段がいノ’l

が？？とRiu&l~- :.: f主： r ／こごしてあ：：。この i,viトごFン f ritnn;1tional Legal Research :7）デ Jレケーにil，こ

λトン ＇l--J-,t,々 I',j!,t,1；こは［,t,：，［寸1；＼守険tA¥;t, 111F.,~/}; U) 、i;, J) tリミかん Iケiedmann:fix Jそが j屯ff：いら7;I かi：パ
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ャtJ(I日Ft、＼てof［／，［人 ＇：11Jt，リ f「1士VJ仁う町二／c I-丹 - Iノ
,, －－」 1(1/il (i、＂L JおLI)>X.lt／，山下川町trL刊l){o/i＇ιとあるの三う L

94 



Ⅵ　これからの国際法律研究
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た研究は，こうした緊密な協力なしには実焔されえない

からであろ今

3. fロケうムの成果

54年，，ニノ 4ード財団がらり与えられた資Jc＇ぞ七 pてこの

分野の活動がはじまったが， InternationalLegal Re-

searchの手品織づくりもこの頃から岡められていった。こ

の資金によるもっとも大Eな式采は，A A. Fatourosの

Govenu11,・11t Guara珂fr,・ to Foreig百 I,七γstars(1962) 

と ColumbiaLaw Reviewでfl]行さオもた Essayson 

International Law (1965）である。

主要なプ口ジェケトにtrしでは，そh,;μJt叩l何に＂／ j・ 

ード財fl1か「〉資金を与えじiL，日choolof Lawにii:.:わ3

て Intc・rn川 ionalLegal I¥円 earchが運.illしご！うた。放

初のプ口ジェケトは先進国と発！足途上国との問の悶際f;-

弁事業の研究であった。この4カ年プロジェクトのfil/:県

は，次川上う，＇｛かたち 0tぞ：・!iられた。

Legal :¥sf1,・cts of Fon·i.~n Investment. ed. liy Fried-

m汁nn日ndPugh ( i札 ii本語訳あり） , 

Joint International Business Vl'ntnres, eel. by 

Friedmann and Kalmanoff〔日本活版あり）．

i欠の，・，－， ／、ェクトは，同際（＼弁事業アHジ ケトの •lj

然の同庁if0'. I_ -c，開発的説び）,.i,I査研究でふ；欠。これも
次の上うなかたちで成果を公刊した。

International Financial "4id, by Friedmann, Kai-

man0ff and M田 ghじr.

このあとctIT C，れた研－，；，,c.’Y ジェクト；土，；1:,') I＇.おりで
ある。

発展途上国との取引に関する国際法律問題（国際貿易

商品協定，経済開発協定，対外援助のプロセス，内

国i:円:it,I圃およびF.fl'f在！究開に対する囚際吟問・外国

政府；三i：心経済援ll/J，／〕定見）；

開発計簡における地域機構の役割；

開発計闘における公営・民間企業の待造と相互関係；

発展途上国における開発言十両と法。支西日；

海洋法ど資源開発；

多国符佐官の法律問題，

これらの成果として，次のような版i当持が既l'IJまた：t

「リ行予定とされている。

Joint !J11si11ess Venturt'sσ（ Yugosla,, and Foreig河
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